
遠賀＝流域住民
の会活動報告会開催

平
成

一
七
年
十
二
月
十
日

（
日
）
飯
塚
市
の
が
み
プ

レ
ジ
デ

ン
ト
ホ
テ
ル
で
第
十

一
回

「遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
活
動
報

生
尿
ご
を
開
催
。
遠
賀
川
河
川
事
務
所
　
松
木
所
長
に
ご
遅
賀

川
の
未
来
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
地

域
団
体
活
動
報
告
は
、
田
川
農
林
高
校
の
生
徒
に
よ
る

「
メ

ダ
カ
の
調
査
」
、
日
本
野
鳥
の
会
筑
豊
支
部
　
松
尾
支
部
長

に

「遠
賀
川
の
野
鳥
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
い
た
だ
い
た
。

記
念
講
演
「遠
賀
川
の
未
来
」

遠
賀
川
河
川
事
務
所
所
長

松
木
洋
忠
氏

ｉ
す

「交
流
軸
か
ら
見
た
遠
賀
川

流
域

一
で
は
、
遠
賀
川
流
域
の
地
質

や
歴
史
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ

い
た
。

現
在

の
遠
賀
川
流
域
の
状
況

小

巾

一ト
ーー‥
町
　
村

流
域
人

――
は
六
卜
七
万
人

人
――
密
度
は
六
百
１
十
六
／
ｋ
轟

堰
　
床
止
は
四
ト
カ
所

下
水
道
普
及
率
は
三
十
％

ほ
と
ん
ど
の
河
川
は

下
流
に
大
き
な
都
市
が

あ
る
が
、
あ
ま
り
大
き

な
川
と
は
い
え
な

い
遠

賀
川
は
、
ｌｉ
流
　
中
流

下
流
と
都
市
が
点
在
し

て
い
る
の
が
―■
長
で
あ

る
。
そ
の
た
め
流
域
全

体

で
続
　
し
た
取
り
組

を
行
う
こ
Ｌ
が
難
し
い
而
も
あ
る
と

い
わ
れ
る
．
流
域
の
住
民
や
行
政
の

連
携
が
要
で
わ
る
Ｌ
感
し
た
。

ま
た

一煉
瓦
Ｌ
石
材
で
で
き
て
い

る
筑
景

の
明
治
の
鉄
道
　
一、
は
、
遠

賀
川
流
域

の
発
展
に
貢
献
し
た
鉄
橋

の
基
礎
、
レ
ン
ガ
や
石
材
な
ど
に
つ

い
て
、
所
長
自
ら
調
査
し
た
資
料
で

説
明
い
た
だ
い
た
．
明
治
　
人
上
に

造
ら
れ
、
い
■
も
乳
役
で
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
．
見
慣
れ
た
風
景

に
歴
史
の
市
み
を
感
じ
た
．
会
場
も

多
く
の
人
が
う
な
ず
か
れ
て
い
た
．

遠
賀
川
を
ど
の
よ
う
な
河
川
に
し

て
い
く
か
、
百
年
先
　
一
百
年
先
を

見
通
し
て
造
る
こ
と
ヽ
大
切
．
そ
の

た
め
に
、
歴
史
に
学
び
、
良

い
も
の

を
未
来

の
人
た
ち
に
手
渡
し
て
い
き

た
い
と
話
さ
れ
た
。

Ⅲ・■■■ЖЛ量

記念講演をしていただいた松木所長

「川
に

つ
い
て
学
習
し
た
い
」
と
い
う

ひ
と
り
の
学
生
の
言
葉
か
ら
、
活
動
は

始
ま

つ
た
と
い
う
．

現
在
、
口
川
地
域

の
川
の
水
質
検
査

や
校
内
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
リ
メ
ダ
カ

の
繁
殖
や
生
物
の
生
息
調
査
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
調
査
研
究
を
環
境
学

習
と
し
て
小
　
中
学
校
で

【出
前
学
習
】

を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
が
評
価

さ
れ
、
賞
も
受
賞
さ
れ
た
．

メ
ダ
カ
の
報
告

で
は
、
メ
タ
ヵ
は
回

ん
ぼ
と
用
水
路
を
行
き
来
し
て
生
活
し

て
い
る
も
の
で
、
少

々
水
が
汚
れ
て
い

て
も
牛
き
て
い
け
る
強

い
魚

で
あ
る
．

し
か
し
、
今
、
絶
減
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
原
因
は
円
ん
ば
が
計
と
変

わ

っ
て
き
た
こ
と
だ
。
現
在

の
円
ん
ぼ

は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま
れ
用
水
路
と

田
ん
ば
に
段
井
が
で
き
、
メ
ダ
カ
が
行

き
来
で
き
な

い
。
さ
ら
に
、
冬
場
は
用

水
路
に
水
が
な

い
た
め
水
生
動
物

（
メ

タ
カ
な
ど
）
が
生
き
ら
れ
な

い
環
境
に

な
〓

ふ

る
●
い

う
。

学
生

の
み
な
さ
ん
が
ふ
る
き
と

の
川

に
興
味
を
持

っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
本
当
に
う
れ
し
く
思

っ
た
。

こ
れ

か
ら
も
後
輩

に
も
引
き
継
が

れ
、
が
ん

ば

つ
ｒ
ヽ
い
た
だ
き
た

い
．

‐ コ
"::'“'″

●1●口 口ヽ
～

〔I

メダカの調査報告

田‖農林高校

水貢調査器具の説明をしていた

だいている様子

遠賀‖流域の野鳥

日本野鳥の会
策豊支部

松尾節朗支部長より報告
いただいた

支
部
の
前
身
で
あ
る

「筑
豊
野
鳥
の

会
」
が
昭
和
四
十
六
年
に
ス
タ
ー
ト
．

昭
和
六
十
年

「
日
本
野
鳥
の
会

・
筑
当

支
部
」
が
発
足
し
た
。
現
在
一
百
三
ト

ニ
名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
る
．

筑
豊
に
は
二
百
三
卜
二
種
も
の
野
鳥

が
生
息
し
て
い
る
。
年
間
二
―
四
回
の

株
鳥
会
を
中
心
に
、
英
彦
山
例
会
を
毎

月
定
例
化
、
筑
書
各
地
を
巡
回
し
、
野

烏
を
通
し
た
自
然
環
境
保
護
に
力
を
人

れ
て
い
る
．
〓
た
、
値
物
部

の
例
会
ち

増
え
、
毎
年
　
ト
ロ
以
上
の
自
然
観
察

会
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
．

会
場
に
は
数

々
の
貴
重
な
野
鳥
の
パ

ネ

ル
を
展
示
い
た
だ
い
た
。
　
一遠
賀
川

流
域
通
信
」
で
も

【遠
神
一川
の
生
き
も

の
た
ち
】
の
コ
ー
ナ
ー
で
支
部
の
協
力

を
得
て
野
鳥
を
紹
介
し
て
い
る
．
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三
渋
十
■
年
，Ｌ
月
山
Ｈ
　
■
惜
製

Ｆ
研
究
会
と
合
司
で
　
嘉
徳
Ｆ

か
ら

一“
ｉ
町
〓
で
　
■
●
「
を
ド
リ
ま
し

た
．
川
●
ら

た
に
栞

っ
て
０
川
下
り

は
　
普
段
は
川
岸

か
ら
見
て
い
る
川

を
水
而
近
く
で
直
接
価
れ
る
こ

と
が

で
き
川
の
違

っ
た
表
情
″
「
る
こ
と

が
で
き
●
し
た
．

一一●
一、
同
時
に
十

か
ら

，
収
し
た
試
料

の
水
Ｉ
す
査
を

行
い
す
Ｌ
■
．

ゴ
九
寺
に
平
ｉ
町
●
火
●
―
千
●

近
●
仏
菫
堰

■
＋
発
し
■
Ｌ
た
．
結

・，
約
　
十
′
‐
出
発
．
途
中
の
嘔
で
は

■
で
下
ろ
一

，
ｉ

一
〓
）な
い
た
●

■
■
抱
え
ら

，

て
下
流

●
足
場
の

，

い

こ
●
〓
〓
で
逗
び
、
Ｌ
Ｏ
川

［
に

Ｔ
ろ
す
こ

と
に
な
〕

三
十
．

■
初
は
お
昼
〓
で
に
■
■
町
に
着

く
子
だ
で
し
た
．
Ｌ
¨
Ｌ
　
Ｆ

Ｔ
，

何
ｔ
ｔ
十
を
上
げ
て
堰
を
ｕ
え
な
い

と
い
〓

な
い
た
め
に
　
■
常
な
労
方

と
時
間
が
か
か
い
　
■
局
　
■
●
２

時
過
ぎ
―■
到
■
し
■
し
た
．
■
年
Ｌ

に
若
い
た
■
き
●
　
七

＾
〓

へ
上
―■

●

一
て
い
■

し
た
．

こ
ん
●
に
■
●

ｔ
ら
な
い
●
が
多

い
Ｌ
　

，
ヽ
稿
単

に
―■
月
に
■
が

っ
一
、く
る
こ
上
が
で

〓
な
い
で
し

〓
う
．

■
４
町
で
は

「
い
●

．^
き
環
境
を

考
え
る
会
」

「
い
な
０
さ
河
圭
共
和

国
」
の
方

々
が

，
■
■
●
備
し
て
下

さ
り
心
■
ら
の
お
も
て
た
Ｌ
を
■
●

ま
し
た
．

さ
て
　

本
質
●
否
の
十
呆
で
す
が

■
に
お
り
■

，
よ
う
に
　

，
体
に
亭

■
町
０
上
流
か
ら
下
流
に
く
だ

っ
て

い
く
に
し
た
が
い
　
モ
れ
そ
れ
“
項

ヨ
〓
増
加
傾
Ｌ
に
あ
る
こ
と
が
■
か

り

三
■
●

Ｌ
流
●
火
江
襦
で
は
　
一ｔ

明
Ｉ
が
高
く
魚
が

―多
く
見
ら

力
●
し
た
い
　
ア
ン
モ
ニ
ア

や
Ａ
３
Ｓ
な
ど
が
検
出
さ
れ

て
お
り
、
Ｌ
流
域
で
■
家
Ｌ

排
水
に
よ
る
汚
濁
が
す
す

一

で
い
る
と
■
測
さ
れ
〓
十
．

一ヽ
に
、
「
ｔ
Ｌ
面
”
橋

一
――
ル
で
は
、
採
水
坊
所
●

近
く
に
チ
水
信
●
が

，
つ

ご
■
■
ど
が
浮
い
て
い
て

よ
Ｌ
停
＝
気
味
で
し
た
．
こ

こ
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ
　
Ａ
Ｂ
Ｓ
が

高
く
　
近
く
に
●
る
排
水
桶

■
か
Ｌ
●
家
庭
＝
水
の
流
入

に
よ
る
「
Ｉ
的
な
影
響
ｔ
考

え
ら
れ
●
■
．

「速
賀
川
流
域
住
民
の
会
」
で
は

会
員
団
体
と
協
力
し
て
毎
年
水
質

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
人
々
が
川
に
触
れ
る
こ

と
で
、
川
を
知
り
、
川
の
尊
き
、

川
の
大
切
さ
を
学
び
、
そ
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
々
に

「遠
賀
川
を

も

っ
と
き
れ
い
な
川
に
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
想
い
が
育
ま
れ
る

こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
速
賀
川
の
上
流

（嘉
穂

町
か
ら
稲
築
町
）
を

「
川
船
製
作

研
究
会
」
の
皆
さ
ん
と
、
笹
尾
川

を

「笹
尾
川
水
辺
の
楽
校
運
営
協

議
会
」
の
皆
さ
ん
と
そ
れ
ぞ
れ
合

同
で
調
査
、
そ
の
結
果
を
報
告
し

ま
す
。

北九州市
八幡西区

.イ・・・・″・・
ヽ

｀
笹尾jI

直方

●

● 出発地点の火渡橋 (嘉穂町)

2 長田橋 (嘉穂町 )

|       |    _,■

一
0 大限水辺の楽校 (嘉穂町)

飯塚市i   f

大]等 1

´
●

．

C ―作i目 (稲築町) 上西郷橋 (碓井町)



箱 饉 躊 予 辺 の 楽 蝙 ρ 灌 ぽ 饂

遠
暫
川
は
北
九
■
「
●
面
の
端
約

価
の
み
″
一●
し
て
中
間
　
水
ホ

＾

七
流
Ｔ
し
て
い
ま
す
．
ｔ
九
州
市

の

，―く
道
●
掏
六
０
％
付
二
”
止
賀
‐――
か

ら
取
水
し
て
い
〓
す
．
し
「、
し
　
そ

の
水
●
Ｆ
流
域

”
′
庭
排
水
に
■
る

一朽
濁
が
す
す
み
悪
化
し
て
い
三
十
、

水
道
水
源

こ
■
る
●
川
”
十
七
”

大
切
さ
ｉ
■
民
の
書
さ
ん
に
「
っ
´
、

ｔ
‘
お
う
と
■
世
し
た
の
が

＾
●
尾

―――
水
辺
●
■
●
一

で
，

．

■
尾
■
は
還
笙
■
●

●
１１
で
　
ム

■
か
ら

一キ
命

の
〓
●

一
を
道

一
て

流

れ
る
児
■
走
河
と
合

●̈
し
て
い
ま

す′．
一
ｔ
ｉ
川
よ
辺
●
渠
枝
一
で
―■
―
月

十
Ｈ
　
ｔ
ｉ
川
水
週
●
楽
枝
ｒ
●
Ｆ

議
会
Ｌ
遠
賀
川
流
域
■
民
の
会
い
達

♭
し
て

【
位
足
川
水
辺
の
楽
校
で
達

Ｆ
Ｉ
】
と
題
し
て
カ
メ
ー
教
三
や
水

質
＋
●
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

当
口
に
　
近
断

の
小
学
生
六
Ｌ
〓

と
保
護
者
や
お
肛
話
係
　
キ
■
ボ

，

ン
一■
イ
ア
な
■
　

卜
■

一ゴ
”
―
名

が
参
加
―
ま́
し
た
．

昼
食
に

，
楠
襦
市
民
セ
ン
タ
ー
●

■

″
り
の
会
●
告
ヽ
〓

が
，

レ
ー
を

作

つ
て
下
さ
い
京
し
た
．

カ
メ
ー
教
三
●
川
塾
北
九
川
■
詩

一‐――――
の
皆
さ
ん
に
よ
る
　
陸
上
計
晋
Ｌ

冥
技
十
導
が
あ
り
　

一
時
間
と
い
う

●
い
寺
問
で
し
た
が
　
参
珈
し
た
小

学
生
に
大
変
好
計
で
　
今
後
も
機
会

が
あ
れ
ば
カ
ヌ
ー
を
し
た
い
と
い
う

な
想
が
多
く
あ
り
■
し
た
．

水
質
調
査

，
■
賀
川
河
川
事
務
所

”
協
力
を
得
て
行
い
よ

一
た
．
輛
単

■
機
器
や
ハ
ツ
ク
テ
ス
ト
を
用
い
●

水
●
検
●
と
ゴ
ミ
●
■
　
水
●
に
お

い
、

―Ｉ
Ｌ
●
感
触
な
ど
感
覚
的
な
調

査
、
水
生
上
物
調
査
な
ど
を
行
い
〓

し
た
，
川
の
証
査
も
子
●
た
ち
は
非

常
に
興
ア
を
持

っ
て
参
■
Ｌ
て
い
ま

し
た
．

ご■ l日 |二 付くが我1曼 できる. ■|,感 1虫 |す スルスル していて気与 ib思 い

笹尾川の評価結果

※人 り のふ,tあ い一C
4く 1■ ■ 11,い はし|:い

X彎,か ■■■―T=B 少し汚い水
※′ヽックテス トのコ1定結果■t,,る と、(■ )D アンモニアなど●,共 4にが高く あ

=り
き,いではない

| といえ
=す

.

本川でのカヌー教室、上手にスイスイ

笹尾川水辺の楽校で水質調査

水  貴  調  査 争吉  ヨミ  表

場 所 時 間
水 温 pH 電 気 伝 導 率 COD 硝 酸 アンモ=ア リ ン 酸 ABS‐ 藩 存 醸 素

‐
`/L

‐ 3/L ¨
`/L

ぃ
`ン

L

遠 賀 りl[上茄 (嘉 穂 町 ～ 籠 築 町
´ ヽ 9月 4 日

1 メ
`渡

橋 9,1 5 25 0 78 170 2 1 0 5 <0 2 0 5

2 長 田 堰 10130 2フ 2 8 0 200 3 く ■ 0 2 02 0 5 6 5

3 大 限 水 理 の 楽 校 12,10 268 8 0 190 3 く ■ 0フ 5 0 2 05 6

4 上 西 郷 精 13120 262 80 220 5 0 5 0 2 0  1 0 フ 5 5

5 -タ ト壕 14100 288 8 0 240 3 1 0 5 0 2 1 8

笹 尾 りil(ヨし九 州 市 ノヽ幡 雪 ,菫 )■ C 月 ■OF

6 本 り:: 10100 22 8 77 400 5 2 02 02 0フ 5 5

フ  水 理 の 楽 校 水 路 13100 233 フ  フ 400 8 2 1 02 0 フ 8

XpH=水 ,,崚 圧 アルカリ

「

の]ま さを表す■標.■
=1小

さいとlt L 大
=い

とアルカリl■.』
'"●

淡 71「 1711後 を示 J.
※電気伝単■―水カヤ電流をl‐導する|ヒ カをいい 水  ■溶 ナていうイオン■ (電化を||つ ている

'力
質)|:ど によ っ́て査

IL■ る.

※COI)=酸化斉1に

'つ
て水■の汚,Iの もと '有111,な 1:)を分

“

した時に使われる工幸′
'量

を去 したもの.水●IIオ 1

を′,1■代表的な指標で 値が高い 工ど水が汚れているこ上を示 |.
※備酸=八■のIL―II」巴月、|=,哄 した動■物、十活 lll水 、下ス

'●

1に 、■,,ll大 、

「

芥など,■茫による.

※アン■ニア=有機圭素化合1カ ザ玲 解、 1■ lul」く、下水及●`し尿r)混 入によつて十 じる.

※リン酸=1-′ ,流 人原因 よ、晨地litわれた[ビ料 生活ll水  :場lll水  .―
=排

水など,キ幸 (TttFf‐ アンモニアな
ど)と と )ヽに言栄養

`ヒ

の原因物質.

※ABS(l‐ イオン界コ1雪性斉1)=合成洗斉1,)一 つ.界百活■11ま洸濯洗剤やシャン

'―
など,,口 用 |イ |″,・t汁成分 とし

て使|,,tt,ヽ る.

※ヤヽ存■業=・lk iに 溶 |ナ ている■素″
'こ `:.供翻 :・ J多 く,大気で,,る が 凛■■・1光 合ltに より発■ した工業 1,あ る.



遠賀川の生きものたち

古事記や札草 rllに もい場す る雀より

もはるかに小 きくチ ョコレー ト色の野

鳥で、体全体に灰 自色や黒い細かい斑

点が覆っている。尾は短いがビンと跳
ね上がっていて、動作が敏捷でいつも

あちこちと動き廻っている.谷 削の溝

伝いに移動 し、くるりと反転 してまた

戻つて くる。

昔は筑豊の  吉」部にはどこにで も観

察できたが、最近ではぐつと居場所を

無 くしている。間違いなく観察 したい

方は、英彦谷の豊前坊に二月～五月に

出掛けられ るとよいであろ う。半 Hlり ,

の渓 ll t添 いの倒本や岩の上に止まって

繁殖り1に は1告 居や千本や石灯籠など日

立つ ところで一 日中]言 っている。 ピピ

スケスケチルチル ピヨロビヨロビヨロ

ピリ ビ リ リ リルルル と、 り,オ t日 オ資く1青

一杯の大きな声で囀っている.オペ ラ

や音楽会で独唱 しているといつて もよ
いだろ う。

豊前坊の高性神社の社殿の中に営巣

した り、崖下の登 山道の岩陰にも営巣

して子育てを している。巣づ くりがTl

・7/で
雄は 1つ の巣を作 りI唯 を誘い、雌

が気に入つた方に入つて内装 して完成

させ る。皆だけで巧みに作 る。その巣

はまるで 1【 術 1冒 :で ある。巧み鳥 とか、

ミツッチ ョとい うJl名 がある。 ミンッ

チ ョはその体の色か らきた 1)の であろ

う.昆 虫やその幼牛を食べている。地

鳴きはチ ャッチャッと強 く警戒するよ

うに11く 。 日本野鳥の会競豊支部 松尾節nR

遠
賀
＝
の
皆
さ
ん
の

太
野
＝
（大
分
県
）
散
策

平
成
卜
七
年
十
　
月
卜
九
～
ニ
ト
Ｈ

大
野
川
の
河
童
さ
ん
こ
と
、
幸
野
政
治

さ
ん
に
誘
わ
れ
て
人
分
県
の
情
流
、
人

野
川
版
策
と
川
仲
間
交
流
に
出
か
け
た

古

い
民
家
を
使
わ
し
て
も
ら

っ
て
い

る
Ｌ
い
う
二
重

の
河
童
小
屋
は
、
大
分

大
学
生

の
研
究
常
に
も
な

っ
て
い
る
Ｌ

の
こ
と
，
水
質
調
査
機
器
が

一
杯
．

感
激
し
た

の
は
、
　

マ
一重
川
を
守
る

会
」

の
廃
油

ロ
ー
ツ
ク
作
り
．
石
け
ん

も
作

っ
て
い
る
が
こ
ち
ら
の
方
が
イ
ベ

ン
ト
に
使
え
る
と

の
こ
と
、
と
て
も
参

考
に
な

っ
た
．

宿
泊
は
欧
州
風

の
建
物
、
川
―．
渓
谷

一
は
し
こ
が
」
．
河
市
村

の
皆
さ
ん
と

ひ
ざ
を

つ
き
合
わ
せ
て
の
川
談
議
に
盛

り
上
が

っ
た
。

ミ
ツ
サ
ザ
イ

ミ
ツ
サ
ザ
イ
科

「白 川を 1.る 会J`)お 手製

)J川 公園  「気をつけて遊ム′

でl● Jの看サ 1■ 地域の人々の

や さしきが感 じt,,■ る.

翌
朝
、
大
野
川
支
流

の

一
四
箇
所
に

十

て
て
い
る
と

い
う
源
流

の
碑
の

一
つ

奥
岳
川
源
流

の
伴
■
で
散
歩
を
満
喫
し

た
。
そ
の
後
、
ふ
も
と
に
下
り
、
竹
田

市

の
竹
円
湧
水
詳
を
、
更
に
萩
町
の
陽

日
渓
谷
自
水

の
滝
と
い
う
大
規
模
な
水

の
風
景
を
堪
能
し
た
。

川
の
素
晴
ら
し
き
、
人
情

の
温
か
さ

を
思

い
知
ら
さ
れ
た
視
集
研
修
と
な

っ

た
，
幸
野
さ
ん
安
達
さ
ん
本
当
に
あ
り

か́
■

，
つ
ご
ミ
」
い
■
一し
た
．

,辺のミニパークには
「■重|″,水辺の■■
tl,Jの バネルが展示
されており '近な野
鳥の特長などが記入さ
れ Ilt察するのに役立っ
ているとのこと。

遠賀川源流の森づくり植樹開催のご案内

遠賀川源流の森づくり推進会議

口■    ●成 18年 3● 41 (■
'   lfl「

十,,0分  {受 |1開始 ,

場所  ■サイ トカ1■  ■Jli習 センター 集合

※今回|す |「 司具忙樹茶が■■‖!で眸催されることとなり

1●H茶の 環 として植村を行 |ヽ ます.

門い合た・ _I 十士賀1涼流●森 づ́く|:111■会議事務局

電言舌:(,r1485,19ら , Fヽヽ:`,01S5'4()2()

「もつと知 りたい遠賀川」出版記念シンポジウム

曰時 平成18年3月 19 (H)13Fキ 30分円|.16時 終「
場F. 飯塚市 イイツカコスモスコモン長示ホール

コーディネーター 1,I谷 工氏
パネラー    1嶋 田)L―氏 恵良広氏 J」 1質氏

長]ム4状氏 ■木洋忠氏

■|■|11'■|||||lill■ 111


